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	第７章  住宅・土地所有の概況
	世帯の家計を主に支える者の年齢階級別に住宅の所有率をみると，「25歳未満」では1.4％と低いが，年齢階級が高くなるにつれておおむね所有率が上昇し，「40～44歳」で50％を超え，「65～69歳」では71.3％と最も高くなっている。これを現住居と現住居以外の住宅に分けてみると，共に年齢階級が高くなるにつれて所有率が高くなる傾向がある。
	/同じく年齢階級別に土地の所有率をみると，住宅の所有率と同様に年齢階級が高くなるにつれておおむね土地の所有率も上昇し，「65～69歳」が70.1％と最も高くなっている。これを現住居の敷地と現住居の敷地以外の土地に分けてみると，共に年齢階級が高くなるにつれて所有率も高くなる傾向があり，現住居の敷地は「65～69歳」，現住居の敷地以外の土地は｢75歳以上」で最も所有率が高くなっている。
	/

